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1-2 1．言語・音声データと ICT

話し言葉コーパスの構築と公開
Construction and Publication of Spoken Corpus

小磯花絵

1．話し言葉データの蓄積・文字化データの公開

話し言葉の研究は内省が効かないこともあり，音声を
録音・文字化して蓄積し，それを研究に活用するという
方法論は古くからとられてきた．例えば国立国語研究所
では，東京における日常談話の収録を 1952 年に開始し
ている．比較のために収集されたニュースや講義などの
独話と合わせ，音声を文字化した上で語・文節・文・イ
ントネーションなどの情報を付与し，日常談話の特徴を
定量的に解明する研究が進められた(1)．1960 年，1963
年には，拡張した話し言葉データに基づき，話し言葉の
総合文型を目指す報告書が刊行されており(2), (3)，話し
言葉データに基づく記述研究から理論研究への展開が図
られた．正に現在で言うところのコーパスに基づく研究
だが，残念ながら収集された音声データや文字化資料・
各種研究用付加情報は公開されることはなかった．この
時代，人文系の研究のために集められた多くの話し言葉
のデータが，同じ運命をたどったものと思われる．
人文系の研究のために集められた話し言葉データが公

開されるようになったのは 1990 年代に入ってからであ
る．計算機の普及が背景にあったことは間違いない．
例えば「女性のことば・職場編」(4)には，1993 年に集
められた職場での朝・会議・休憩時の女性の談話の文字
化資料（電子版）が，10 編の研究論文とともに収めら
れている．その 4 年後には，1999～2000 年の男性を対
象とする職場談話をまとめた「男性のことば・職場
編」(5)も刊行され，現在は両者合本の形で再公開されて
いる．また 2000 年代前半には約 100 時間の雑談を収め
た「名大会話コーパス」が公開された(6)．現在公開され
ている会話コーパスとしては最大規模のものであり，日

本語学や日本語教育の分野などでこのコーパスを用いた
研究が数多くなされている．
しかし残念ながら，職場談話・名大会話コーパス共に

音声データは含まれていない．話し言葉を総合的に研究
するには，音声は欠かすことのできない重要なデータで
あるが，職場談話や雑談に含まれる膨大な個人情報の問
題もあり，音声の公開に至らなかったケースが多い．

2．｢日本語話し言葉コーパス」

音声まで含めコーパスとして公開する動きは，「千葉
大学地図課題コーパス」(7)や「日本語話し言葉コーパ
ス」(8)，「千葉大学 3 人会話コーパス」(9)など，文理融合
のプロジェクトを中心に進められてきた．ここでは筆者
が構築に携った「日本語話し言葉コーパス」を取り上
げ，その設計について簡単に紹介する．
「日本語話し言葉コーパス」（CSJ）は，自発性の高い
独話を中心とする 660 時間規模のコーパスであり，2004
年に公開された．音声認識や要約などの情報工学と，言
語学など人文系の研究の推進を目指し，国立国語研究
所，情報通信研究機構（旧通信総合研究所），東京工業
大学が共同して構築したコーパスである．
種々の学会における実際の研究発表（学会講演）と，

一般話者による主に個人的な体験談等に関する 10～15
分程度のスピーチ（模擬講演）がその中心を占めるが，
比較のためにインタビュー・課題試行対話などの会話
データや朗読音声も若干含まれている．
660 時間という規模も他の話し言葉コーパスを圧倒す
るが，人文学の研究からすると，CSJ の最大の特徴はコ
アと呼ばれる約 45 時間のデータ範囲に集中して付与さ
れている豊富なアノテーション情報であろう．図 1 に，
コーパス全体及びコアに対して付されたアノテーション
情報を示す．形態論（単語）情報や係り受け情報などの
統語・形態論的な情報だけでなく，分節音情報や韻律情
報，また発話に対する聞き手の主観的印象を尺度化して
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表現した印象評定データなど，多岐にわたるアノテー
ションが含まれている．
こうしたアノテーションは，相互に関連付けることで

多様な研究が可能となる．CSJ では，個々のアノテー
ションファイルに加え，各種アノテーションを階層関係
により統合したXMLファイルが提供されている．しか
し統語・形態論関連の情報と音声・韻律関連の情報は必
ずしも階層的表現に適しているとは言えず，利便性に問
題があった．そこで 2012 年には多層的アノテーション
の表現方法として主流となっているスタンドオフ形式に
よる表現を採用したRDBも構築・公開している．
複数のアノテーションを活用した人文系の研究を一例

紹介する．韻律・節単位・係り受け情報を利用すること
で，句末に上昇を伴う音調（上昇調や上昇下降調など）
が，切れ目の大きな節により多く見られること，また
「漱石の小説」のように直後の文節に係るとき（距離 1）
よりも，「漱石の新聞に連載された小説」（距離 3）のよ
うに先の文節に係る方が，当該文節（この場合は「漱石
の」）の句末に上昇成分がより多く見られること（図 2）
が分かっている(10)．こうした研究は，CSJ のように豊
富なアノテーションがあることで実現した研究である．

3．日常会話・映像データの公開

音声データ・アノテーション情報を公開し人文学の話
し言葉研究を大きく推進した CSJ だが，独話が中心で
あり，会話としてはインタビューや課題指向対話などが
若干数含まれるだけである．人文学の研究課題の一つ
は，日常生活を営む中で我々がいかなる言語行動を取っ
ているかを明らかにすることである．これまでにも会話
コーパスは少なからず構築・公開されているが，雑談を
集めたコーパスも含めその多くは収録のために集められ

た状況での会話を扱っている．
そこで国立国語研究所では，筆者が携る共同研究プロ
ジェクトにおいて，200 時間規模の「日本語日常会話
コーパス」（CEJC）の構築を進めており，その一部に当
たる 50 時間の会話を映像を含めて 2018 年 12 月にモニ
タ公開したところである(11)．本章では CEJC の設計と
モニタ公開データの特徴について紹介する．

3.1 設計
CEJC では，①日常場面で自然に生じる会話を対象と

すること，②多様な場面・多様な話者の会話をバランス
良く集めること，③音声だけでなく映像まで含めて収
録・公開すること，④研究に必要な各種アノテーション
情報を施すことによって，会話行動を多角的に解明する
ための研究環境を提供することを目指している．本節で
はこれらに焦点を当てCEJC の設計を概観する．

3.1.1 CEJCの収録法
①，②を実現するために，性別・年齢などのバランス

を考慮して選別された協力者 40 名に収録機材を貸し出
し，協力者の日常生活の中で自然に生じる会話を協力者
自身に記録してもらうという方法を中心に会話を集めて
いる．その際，許諾が得られる範囲で，できるだけ多様
な場面・人との会話を収録するよう依頼している．例え
ば，30 代専業主婦の場合，家族との会話であっても，食
事場面や子供の宿題を見る場面，旅行先での散策場面，
夫の家族を混じえた場面の会話などを収録している．
図 3 に 30 代男性が収録した妻・義母との会話場面の
映像サンプルを示す．このサンプルにあるように，最大
3台のカメラで会話を収録し，個々の映像及び図 3に示
すような合成した映像を公開する．音声については，原
則として全ての話者が IC レコーダを装着して当該話者
の音声を中心に記録すると同時に，会話の場の中央に配
置した IC レコーダで会話全体の音声を記録しており，
全ての音源を公開する．
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図 2 係り先の距離ごとの上昇調・上昇下降調の出現率

図 1 「日本語話し言葉コーパス」のアノテーション情報



3.1.2 データ公開方針の策定
映像・音声データの公開については，慎重な検討が必

要となる．会話の収録・公開に関する同意書では，音
声・映像・転記テキスト等に記録された名前・自宅住所
等・所属組織の名称・住所等は伏せるが，話者の顔にぼ
かし処理は加えないこととしている．この条件に全ての
話者が同意した場合に収録がなされる．よって同意を得
た話者の扱いについてはこの通り対応すればよいという
ことになるが，実際はそう単純でもない．複数の情報を
連結することで，あるいは自宅外観などの映像から，個
人や自宅（付近）が特定され兼ねないケースもある．協
力者は複数の会話を収録するためその危険性が高い．そ
のためヒアリングを通して協力者にどの情報まで出して
よいか，どの情報は伏せるべきかを確認している．
また，公開の同意を得ていない第三者の顔や声，テレ

ビ画面や BGMなどの著作物の写り込みの扱いも問題と
なる．準備研究の段階から，知財関連を専門とする法律
家と肖像権や個人情報保護，著作権などの観点から相談
を重ね，データの収録・整備・公開の方針の大枠を定め
た．その上で，実際の収録データを元に具体的な問題を
洗い出し，対応策を検討して方針をまとめた．ここで定
めた公開方針やその判断に至る根拠などについては，早
い段階から一般に公開している(12)．これまで，個人情
報等の扱いの問題で音声データの公開に至らなかった
コーパスが多いことを考えると，こうした知見を蓄積・
共有することは，人文学データのオープン化を促進する
上で極めて重要である．

3.1.3 アノテーション
CSJ と同様，全体に対して自動解析を主とするアノ

テーションを施すと同時に，コーパスの一部（コア 20

時間）に対しては詳細なアノテーション情報を人手を介
して高精度に付与する．全体に対し自動で付与するの
は，短単位情報，長単位情報，文節情報，係り受け情報
である．談話行為情報と韻律情報などはコアにのみ人手
で付与する．またメタ情報として，会話や話者，話者間
の関係性などの情報も公開する．

3.2 CEJCモニタ公開版の概要
コーパスの利用可能性や問題などを把握するために，

全体の四分の一に相当する 50 時間分の会話データのモ
ニタ公開を 2018 年 12 月に開始した(11)．本節ではこの
データセットについて概説する．コーパス全体 200 時間
の規模などもここから推定できる．
公開方式としては，①映像・音声データ，転記，短単

位，各種メタ情報，検索ツールを収めたハードディスク
での公開と，②形態論情報（短単位情報）をオンライン
で検索できる「中納言」（国語研究所が提供する各種
コーパス用の検索システム）がある．
CEJC 全体では 40 名の協力者に収録を依頼している

が，モニタ版では半分に相当する 20 名を対象に，平均
2.5 時間，計 50 時間の会話が対象となっている．協力
者は，5 世代（20 代，30 代，40 代，50 代，60 代以上）
×男女×各 2 名ずつである．ただし収録の進捗の都合
で，40 代女性が 3 名，60 代以上の女性が 1 名となって
いる．
話者数は，延べ 392 名，異なり 237 名である．ここか

らコーパス全体としては延べ約 1,600 名，異なり約 950
名程度となることが推定される．延べ人数の場合の年
齢・性別の内訳を図 4 に示す．40 代 50 代の女性が多め
で 60 代以上の女性が少なめなのは，正にこの世代の女
性協力者の偏りによる．CEJC 全体では協力者の年齢・
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図 3 30 代男性が収録した妻・義母との会話の映像サンプル 掲載用に話者の顔にぼかしを入れて
いる．話者が首に下げたフォルダに ICレコーダが入っており，当該話者の音声を中心に記録．



性別をバランスさせるため，こうした偏りは解消される
ことが期待できる．未成年者の数が少ないのは，協力者
を成人に限定したためである．
CEJC では多様な会話をバランス良く集めるために，
予備調査として我々の普段の会話行動について調査して
いる(13)．図 5 に，モニタ公開版を対象に会話の形式と
活動の内訳を求め，行動調査の結果と比較した結果を示
す．会話の形式としては，雑談が若干多く用談が少ない
傾向ではあるが，調査結果と類似した比率となってい
る．一方，活動については，コーパスでは仕事中の会話
が少ない．職場での収録が難しいことによる．
未成年者の会話，また仕事中の会話といったように，

不足する種類の会話については，3.1.1に示した方法と
は別の収録法で補うことも予定している．
CEJC はまだ公開して間もないため研究事例は多くな

いが，例えば相手との関係性に応じて，同じ人が丁寧
体・普通体などの話体をいかに使い分けているか，声の

高さなどがいかに変化するか，などの研究が進められて
いる．また指示表現と指差しとの関係など，映像を活用
した研究も行われている．

4．過去に収録された話し言葉データの公開

1．で述べたように，過去に収録された話し言葉データ
が公開されず埋もれたままになっていることも多い．国
語研究所では，研究所の資料庫に眠っているこうした音
源や映像をディジタル化して視聴できる環境を整え，現
在では内館利用できるようになっている．その一部につ
いてはコーパスとして整備し一般に公開する予定であ
る(14)．また全国各地の昔の方言音声も多い．失われつ
つある方言音声を公開することは社会的に見ても意義の
あることである．1．で取り上げた職場談話データ・名大
会話コーパスなどを，関係者の許諾を得た上で再整備
し，国語研究所が提供するオンライン検索システム「中
納言」で公開するという活動もしている．このように，
蓄積されてきた話し言葉を再整備・公開して研究に利活
用できる環境を整えることも重要な課題である．
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図 4 CEJCモニタ版の話者の年齢・性別の分布

図 5 モニタ版と会話行動調査における会話形式・活動の内訳


